
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

米に関するマンスリーレポート 

新潟県版 令和元年12月 

《今月の特集１》 

1 

 

 

異常気象に対応した新潟米の対応方向について 

 

 

令和元年産米の品質に関する研究会に関しては、以下の新潟県ホームページでもご覧いただけます。 

https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/nosanengei/niigatamai-kenkyukai.html 

 本年は、コシヒカリを中心に品質が低下したことから、県が設置した「令和元年産米の品

質に関する研究会」で、本年産の品質低下の要因と対応方向を検討しました。 

研究会では、品質低下の要因であるフェーンなどの異常気象による被害は、稲の生育ステ

ージによっては実施可能な技術に制約があるため完全に防ぐことは困難としながらも、異常

気象に備える対策を組み合わせて被害の軽減することは可能とし、そのための対応方向が以

下のとおり示されました。新潟米の食味・品質の向上に向け、着実な実践をお願いします。 

 

①土づくりなどによる「異常気象に備えた丈夫な稲づくり」 

②高温耐性がある新之助等の生産拡大など「品種や移植時期の分散によるリスク管理」 

③異常気象に備えた丈夫な稲づくりのための技術対策（適期中干しによる適正な生育量の

確保や生育診断に基づく後期栄養の確保など）の徹底 

④緊急時の効率的な用水利用についての地域ごとの検討 

 

合わせて、気象被害の発生等に備えたセーフティネット制度である、収入保険や農業共済

（品質方式）への加入をご検討ください。 



  
 
 
  

《今月の特集２》 

１ 国の基本指針（11 月 20 日公表）における生産見通し 

国は、「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」で、令和２年産の主食用米の

全国需要量が前年に比べ 10 万トン減少すると推計し、令和２年産の生産量の見通し

を、翌年６月末の在庫量が安定供給できる水準となる 708 万トンから需要見通しと同

水準の 717 万トンと幅を持って設定しました。 

２ 

令和２年産米の県全体の生産目標 

２ 令和２年産における県全体の生産目標 

国の基本指針を踏まえ、新潟米基本戦略に即して、主食用米の県生産目標は 43 万

3,300トン～44万2,000トンと、昨年同様に幅を持たせて設定することとしました。 

非主食用米については、水田フル活用の観点から、主食用米の適正生産を図りながら

全体で水稲作付面積を維持し、県内の米関連企業等の需要にも対応できる目標としてい

ます。 

令和２年産の新潟米については、事前契約等で需要を的確に捉えたうえで、需要に応

じた生産・販売に取り組みましょう。 

国の生産
見通しの
減少率に
合わせ、
県も令和
２年産主
食用米の
生産目標
を設定。 
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《今月の特集３》 
令和２年度産地交付金の県枠の考え方について 

 産地交付金については本年度から県枠を設定し、加工用米等の安定供給に向け、多収

性品種や複数年契約の取組に支援を行ってきました。 

 令和２年度の県枠の活用については、引き続き複数年契約の取組を支援するととも

に、県内実需からのニーズを踏まえ、対象品種を拡大する方向で検討しており、令和２

年産米の生産にあたり、ぜひ加工用米等への取組をご検討ください。 

 なお、最終的な支援内容は、12 月下旬の国の概算決定を踏まえて設定します。 

 

令和元年度の取組状況 

○ 加工用米等の安定的な供給に向け、 

多収性品種の生産や複数年契約に取り

組む農業者へ支援するため県枠を設定 

○ 多収性品種の取組が倍増。 

複数年契約は約６割。 

○ 一方、令和元年産の加工用米等非主食

用米の取組は大幅に減少 

 

◆ 複数年契約の取組による安定供給体制

づくりが必要 

◆ 農家所得確保の観点から多収性品種を

支援対象とした一方で、県内実需からは

その他品種にも根強いニーズ 

◆ 多収性品種の取組が進めづらい中小規

模の生産者では加工用米の取組が限定的 

 

令和元年産の課題 
 

① 複数年契約の取組は、引き続き支援してい

く必要がある。また、対象品種を多収性品種

以外にも拡大する。 

② 対象の拡大に当たっては、県枠の増額が必

要となるが、「低コスト等の取組目標面積に

対する配分額」から控除していく。 

③ 控除後の残額は、米の品質低下や米価下落

へのリスク分散を進めるため、令和２年産の

大豆･麦･そば･高収益作物への作付面積に応

じて追加配分する。 

令和２年産の対応（案） 



 
 
 
 
 
 
 
 
(１)一般コシヒカリ 

10月時点の元年産一般コシヒカリの販売比

率は、前年と同じ13％となり、前年並みにな

った。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
(２）魚沼コシヒカリ 

 10月時点の元年産魚沼コシヒカリの販売比

率は、前年比１ポイント増の16％となり、10

か月連続で前年を上回って推移している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 概況   元年産の新潟米については、作付や作柄の影響等により民間在庫はやや増加

しているものの、販売状況は概ね順調に推移している。 

元年産米の販売は、30年産から引き続いて順調に進んでおり、岩船コシ

ヒカリを販売比率（出荷進度）は前年及び前々年を概ね上回っている。 
販売比率 

４ 

２ 

新潟米の販売状況 



 
 
 
(１)新潟米 

 10月時点の新潟米の民間在庫(うるち米)は、

前年比2.4％増の297千トンとなり、前年を４

か月連続で上回った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(２)全国 

 10月時点の全国の民間在庫(うるち米)は、

前年比2.1％増の294万トンとなり、前年を２

か月連続で上回った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

在庫状況 

５ 
 



  
 
(１)一般コシヒカリ 

10月時点の元年産一般コシヒカリの相対取

引価格(１等)は、前月から118円下回り、

17,353円(玄米60kg、税込)となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(２)魚沼コシヒカリ 

10月時点の元年産魚沼コシヒカリの相対取

引価格(１等)は、前月を166円上回り、21,085

円(玄米60kg、税込)となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相対取引価格 
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(１)一般コシヒカリ 

10月時点の一般コシヒカリの小売価格は、

前年比で1.4％上昇し、2,202円(５kg袋販売時

換算、税込)となり、９か月連続前年を上回っ

てはいるが５か月振りに価格が下落した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(２)魚沼コシヒカリ 

10月時点の魚沼コシヒカリの小売価格は、

前年比で0.5％上昇し、2,791円(５kg袋販売時

換算、税込)となり、13か月振りに前年を上回

った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小売価格 

(POS ﾃﾞｰﾀ) 
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資 料 編 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

販売状況 

契約状況 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

契約比率 

相対取引数量 


